


小倉　鳴門教育大学大学院を修了して，今
どういうことをされているか概略をお話して
いただけますか。
若井　2010年に大学院を修了しまして，そ
の年の４月に現在も務めている京都府にあ
る単科の精神科病院に入職して，常勤の心
理職として働いています。病院では，主に心
理検査と認知行動療法のカウンセリングを
しています。臨床経験もそんなにしていない
うちから研修会で講師もやらせてもらった
り，病院からの出張という形で，私立高校の
スクールカウンセラーや企業でのカウンセ
リングも週一回ずつさせてもらっています。
　昨年あたりからは，もちろん所属病院の
許可を得て，個人事業主として「哲学心理
研究所」というのを開業しました。主に，専
門家対象の認知行動療法の研修と，企業
組織対象のメンタルヘルス研修という二つ
の柱で，ときどきＳＶ（スーパービジョン）を
やらせてもらったりもしています。私はもと
もと京大の学部では哲学が専門でしたので，

二年くらい前から『自由学藝』という論文集
を出して，そこで連載をしたりもしています。
小倉　京都大学で，もともとは哲学をやっ
ていたということですね。そこから鳴門教育
大学の臨床の方に来られたというのは，ど
うしてだったんですか？
若井　三浦つとむという言語学者がいて，
代表作の『認識と言語の理論』は，私が卒
論でとりあげた本なんですけど，その方の
認識論とかその系列を勉強していると，「認
知療法」と同じようなことを言っているなと
いうことに気づきました。それで「認識論」を
極めようと思ったんですが，本だけ読んでロ
ックがああ言ってるとか，カントがこう言っ
てますとか，それだけでは人間の認識はわ
からないんじゃないかと……。
　ある本に「法律の専門家が弁護士である
ように，心の専門家は臨床心理士です」と
書いてあって，臨床心理士は弁護士と並ぶ
ようなすごい資格なのかと……。それで臨
床心理士になろうと思って大学院を探しま
した。精神分析とかよりも認知行動療法が
自分の認識論に近いなというのがあって，

国公立の鳴門教育大学に決めました。
小倉　鳴門教育大学の大学院はどうでし
たか？
若井　めちゃめちゃ楽しかったですね。人
数が多いですし，社会人経験者もいました
し，私も五年くらい社会人をしたあとに入学
したんですけど，微妙な若さだったので，年
齢不詳で通していました（笑）。なにより授
業が良かったですね。学部の時の教授は，自
分の研究の成果を延 と々しゃべっていると
いう感じだったんですけど，鳴教大の先生は
教育者という感じで，どの先生も好きでした。
臨床の先生だから言葉を大切にされてい
て，ここの先生方は凄い人たちだなと感動
しながら，授業を受けさせてもらいました。

小倉　仕事とプライベートのバランスをと
るために何かされてきたことはありますか？
若井　修了する2010年の３月に大学院で
知り合った今の奥さんと結婚して，仕事を
はじめ，それから娘が二人生まれました。
奥さんに仕事を休んで，育児を中心にやっ
てもらっていたんですけど，私のほうも子育
てを一緒にやっていくんだということで，な
かなか大変でした。特に一人目の時は，私
が休みの日に娘を見ていました。そうする
と，仕事しているか育児をしているかしか自
分の時間がなく，勉強もできないんです。娘
を背負って公園をぐるぐる歩きながら本を
読むという二宮金次郎形態をあみだし，
めちゃめちゃ読書が進みました（笑）。子連
れで託児所を利用すると参加料が半額に
なるという所もあり，できるだけそういう研
修に私が娘を連れて行くようにして，奥さん
の負担を軽減していました。
小倉　だいぶお子さんも大きくなられまし
たか？
若井　上の子は小学一年生，下の子はまだ
一歳半くらいです。さすがに二人目になると，
ちょっと慣れてきて手の抜きどころが分かっ
てきたという感じです。わが子に行動分析学

を適用して，第一声に「パパ」と言わせようと
して「パパパパパパ」とモデリングを繰り返し
たり，パパに近い音を出したら，よしよしと褒
めたりして，臨床で使っている技法を子育て
でも活かしています。また，育児ストレスのお
母さんのカウンセリングとかでも，子育てを
自分が経験しているからこそ実感を込めて
言えますし，行動分析学の話をする時も，自
分のエピソードをおり混ぜてしていました。
小倉　臨床をやっていくうえで大切にして
いることとかありますか？
若井　人との出会いを大切にするとか，感
謝するとか，謝るところは素直に謝るとか，
そういうことは心がけているつもりです。ハ
ワイに伝わる「ホ・オポノポノ」ってご存じな
いですか。「ありがとう」「ごめんない」「許し
て下さい」「愛してます」という四つの言葉
を唱えるだけで幸せになるみたいな……
それを心がけている感じですかね。
小倉　それは自分の中で大切にされてい
て，それ自体が自分に返ってきているという
感じがあるんでしょうか？
若井　そうですね，まさに臨床でも使える
といいますか……。夫婦の中でもありがとう
を大切にするように話し合ってうまくいきま
した。全く臨床でも同じようなケースがあっ
て，この話をしたら関係性が改善したとい
うこともありました。
小倉　理論的にということもあるし，経験
的にみたいなことあるし，今の臨床の中に
混ざっている感じでしょうか。
若井　そうですね。もう少し理論的な話を
すると，結婚した当初は違う生活をしていた
二人が一緒に生活をするので，お互いスト
レスフルだったと思うんです。それで私は，自
分で自分に認知療法を試しました。エクセル
シートに，こんな出来事でこんな認知があっ
てこんな感情を抱きました，別の考え方をし
たら楽になりました，というようなことを続
けて記録したのです。その結果，自分のスト
レスの原因が明らかになったり，自分の感情
は「怒り」が多いことに気づいたり，「怒り」を
引き起こす認知の偏りも分かってきたりしま

した。そういう成果をクライアントさんにも
フィードバックするというか......仕事にも
それを活かすことができたかなと思います。

小倉　公私ともにこれからのビジョンがあ
りますか？
若井　今やらせてもらっている仕事は，本当
に幅広くやらせてもらっていてありがたいな
と思います。大きくは，私がそもそも臨床心
理士になったのも，哲学というか認識論とい
うか弁証法といわれるものを社会に広めて
いきたい，それを使って人間の精神や認識の
謎を解きたいということがあったので，究極
的にはそういうものをやっていきたいです。

小倉　今の大学生や鳴教大に来るだろう
という人だけじゃなく，冊子を読んでくれる
いろんな人たちにメッセージを伝えるとし
たら何かありますか？
若井　なかなか難しいですね。鳴門教育大
学に限っていうと，人数も多いし，大学も大
きい。いろんな人が来られていて，多種多様
な人と出会えます。社会人経験者もいるし，
学校の先生もいるし，大学の教員もいろい
ろな方がいらっしゃる。そういった生の人間
から学べるという意味でも非常にいいと思
います。

小倉　なるほど。最後に心理職には，どん
な魅力がありますか？
若井　「心理」というのは，この世界の中で
一番運動変化がはげしくて，多様性が大き
い存在だと思っています。気分が一時間前
と180度変わるということもありますし，そ
んなものは物質の世界では他にないですよ
ね。そういった変化の激しいものと触れあ
うというのは，非常に面白いと思います。ま
だまだ謎がたくさんあります。臨床や経験の
中から，人間の心というものはこういうもの
なのかと，徐々に分かってくるという意味で
も，チャレンジし甲斐のあるひとつの分野だ
ということは間違いないと思います。なによ
り，カウンセリングでこちらが勉強した方法で
上手くいって，クライアントさんの困り事が

解消して，喜んでもらえるというのは非常に
やりがいがありますよね。クライアントさん
の人生のいろいろな歴史を学べるという点
では，生の人間から様々な経験を教えても
らえるということは大変興味深いですね。
小倉　滞っているものの流れを変える役割
を任される，という感じですね。今言ってい
ただいたように，「心の魅力」というのがもと
もとあるので，そこにどうやって自分が関わ
れるかということを考えるだけでも，すごく
魅力的な学問じゃないかなと思います。
　今日はありがとうございました。
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